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松原干潟の生物調査 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県志津川高等学校 自然科学部 



１ 序論 

2018 年 10 月，志津川湾は国際的に重要な湿地を保

全する「ラムサール条約湿地」に登録された。志津川湾

は冷たい海流と暖かい海流が混ざり合うため，冷たい海

の生きものと暖かい海の生きものの両方が見られる豊

かな環境である。 

その最奥部に松原干潟は位置し，東日本大震災に伴う

大津波の際に最も大きな被害を受けたエリアの一角に

ある。湾内には松原干潟の他に，「宮城県の重要な干潟」

に選定されている細浦や戸倉海岸など生物の生息場所

として重要な干潟がいくつもある。 

 

50 年前，八幡川河口周辺は天然の前浜だったが，チ

リ地震津波後に防潮堤が築かれ松原公園となった。 

しかし，東日本大震災の津波によって防潮堤が壊され

再び前浜に戻った。この場所は巨大防潮堤により埋め立

てられる予定だったが，住民の強い要望により防潮堤が

陸側にセットバックされ，守られることになった。 

 

 

 

地域住民の思いが詰まった貴重な環境に，どのよう

な生きものが生息しているのか，また、防潮堤工事の影

響を評価するため先輩たちの強い興味から 2017年松原

干潟での生物調査がスタートした。この干潟の環境を多

くの人に伝えるため図鑑「松原干潟の生き物たち」を製

作し，町内の小中学校へ配布するとともに出前授業も行

った。また，各種大会等に参加し多くの人たちにこの干

潟の重要性を伝えてきた。このような活動により生き物

に興味を持っているメンバーが集まり，生物調査を行う

仲間が増えている。そして自分たちも先輩たちから引き

継いできた調査を続けている。 

 

これまでの調査の結果，松原干潟は面積が小さいにも

関わらず，多様性が高い干潟と同等の発見種数であり，

レッドリスト掲載種の割合は志津川湾内で最も高い値

を示した。干潟や磯，藻場などの多様な環境がコンパク

トにまとまった干潟で，多くの生物が見つかる生物多様

性の高い環境であることがわかった。 

 

 

 



２ 目的 

昨年の冬，川と干潟部分をさえぎる導流堤工事のた

め，八幡川の河川水が出入りしていた隙間部分が埋め立

てられた。現在，松原干潟周辺の環境は大きく変化して

いる。河川水の供給が絶たれ，汽水環境が維持できなく

なりベントスの種数が減っているのではないかと考え

られる。 

そこで私たちは，今の松原干潟にどのような生きもの

が生息しているのか調査を行い，松原干潟周辺における

工事の影響評価を行うことを本研究の目的とした。 

 

３ 調査方法 

調査日：2020年 6月 21日 

調査員数：10名 

手法：「干潟生物の市民調査」に従う 

 

① 調査エリアの干潟において地表を 15分間探索し，見つけた生きものをポリ袋に採集する。 

② 次に底土の掘り返しを 15回行い，見つけた生きものをポリ袋に採集する。 

③ 採集した生きものの種名を調べ，調査表に記録する。 

④ 調査員全員の調査表の結果を集計し，発見種数を種多様性の指標とする。また，個々の種の出現頻度から優

占種を決定する。 

４ 結果 

・発見種数は 84種類，そのうちレッドリスト掲載種は 5種類，優占

種は 9 種類，種数としては 4 年間で一番多く，優占種も最も多かっ

たことがわかる（図 1）。 

優占種 ⇒ 発見率が 70%以上の種 

(優占種 ≧ 70% > 普通種 ≧ 5%>少数種) 

発見率 ⇒ 調査員数に対して生物を発見した人数を%で表した    

もの 

・塩分濃度は汽水域に分類されるが，昨年より高い値を示した（図 2）。 

塩分 ⇒ 海水 3.2～3.5%  

  汽水 0.05～3.2%  

淡水 0.05%以下 

次に，今回の結果を分類群ごとに分けてみる。 

図１ 出現ベントス数 

図 2 環境測定 



図 3 のグラフは松原干潟における，2017年から 2020 年までのベントス種数の変遷である。分類群ごとに色分

けした棒グラフで示した。 

今年は特に，巻貝類・甲殻類が多く見つかり，甲殻類で優占種が増えたことがわかる。そこで，甲殻類の優占種

に注目した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4のグラフは過去に優占種になったことのある甲殻類のグラフである。ユビナガホンヤドカリ，ケアシホ

ンヤドカリの発見率が増えたことがわかる。ヤドカリ類は種によって選好する海底の環境に違いがある。松原

干潟の底質環境がヤドカリに適した環境になったことが増えた原因ではないかと考える。 

 

 

 

 

 

 

図 3 松原干潟におけるベントス種数

の変遷 

図 4 優占種(甲殻類)年別発見率

の比較 



５ 考察 

特にケアシホンヤドカリは，汽水域よりも，海岸の岩

場，磯の潮溜まりなどに多いヤドカリである。今回多く

見つかった巻貝類も，多くは磯の岩の表面についている

生物である。工事により水の出入りが制限されたことか

ら，磯的な環境に偏り，こうした生物が多く見つかった

と考えられる。 

 

 

 

６ まとめ 

導流堤工事の影響で，塩分濃度が上がるとともに，

干潮時でも水が抜けづらくなり，汽水の砂泥底が干出

するような干潟環境から，より海岸の岩場が露出する

磯的な環境に変化したと考えられる。 

その結果，磯に多く見られる巻貝や甲殻類が増加

し，発見種数も増加したと考えられた。導流堤工事に

よって干潟周辺の環境が変わり，生き物たちに影響が

でていることがわかった。 

 

 

７ 今後の展望 

この導流堤工事は，8月下旬に終了した。干潟環境

を保つために導流堤には 3本のパイプが設置され，川

や干潟の水が出入りするようになっている。今後，時

間をかけて干潟環境も回復していくと予測される。汽

水域の干潟環境が復活することで，干潟の生き物も含

めた多様な生きものが見られるようになるのではない

かと期待する。今後も調査を継続し，生きものたちに

どのような影響を与えているのかを示す貴重なデータ

を集めていきたい。 

 

８ 参考文献 

      干潟生物調査ガイドブック～東日本編～  （日本国際湿地保全連合） 

    磯の生き物図鑑             （トンボ出版） 

ヤドカリ                                （誠文堂新光社） 

みちのくベントス 第 2号        （みちのくベントス研究所） 

９ 謝辞 

南三陸ネイチャーセンター  阿部 拓三 博士  鈴木 将太 博士 

みちのくベントス研究所   鈴木 孝男 博士 

東北大学          木下 今日子博士 

日本財団 海と日本 Project  株式会社 リバネス 様 



干潟調査確認生物リスト（2017年～2020年） 

宮城県 環境省 ベントス学会
1 刺胞動物門 花虫綱 クロガネイソギンチャク Anthopleura kurogane ○ ○
2 紐形動物門 - ヒモムシ類 Nemertea fam. gen. et sp. ○ ○ ○
3 海綿動物門 尋常海綿綱 ナミイソカイメン Halichondria panicea ○ ○
4 カイメンの一種 Demospongiae ○
5 扁形動物門 渦虫綱 ヒラムシ目の一種 Polycladida fam. gen. sp. ○ ○ ○
6 軟体動物門 腹足綱 イシダタミ Monodonta confusa ○ ○ ○ ○
7 クビレクロヅケガイ Monodonta perplexa perplexa ○ ○ ○
8 タマキビ Littorina brevicula ○ ○ ○ ○
9 コシダカガンガラ Omphalius rusticus ○ ○ ○ ○

10 クボガイ Chlorostoma lischkei  ○ ○ ○
11 エビスガイ ○
12 コウダカマツムシ Mitrella burchardi ○ ○
13 ヒレガイ Ceratostoma burnetti ○
14 クモリアオガイ Nipponacmea nigrans ○ ○ ○ ○
15 コモレビコガモガイ Lottia tenuisculpta ○ ○ ○ ○
16 ツボミガイ Patelloida conulus ○
17 ムシロガイ Nassarius livescens ○
18 クロヘリアメフラシ Aplysia parvula ○
19 ブドウガイ Haminoea japonica ○
20 クロシタナシウミウシ Dendrodoris arborescens ○
21 アオモリムシロ（クロスジムシロ） Nassarius fraterculus ○ ○ ○ ○
22 シマメノウフネガイ Crepidula onyx  ○ 〇
23 オオヘビガイ Serpulorbis　imbricatus ○ 〇
24 オウウヨウラク Ceratostoma inornatum ○ ○ ○
25 エゾチグサ Cantharidus jessoensis ○
26 シボリガイ Patelloida signata ○ ○
27 コウダカアオガイ Nipponacmea concinna ○ ○
28 ホソウミニナ Batillaria cumingii ○
29 クロヅケガイ Monodonta neritoides ○ ○
30 アシヤガイ Granata lyrata ○ ○
31 アオガイ Nipponacmea schrenckii ○
32 クチキレモドキ Odostomia desimana ○
33 トウガタガイ科 Pyramidellidae ○
34 コガモガイ Lottia kogamogai ○
35 ヨメガカサ Cellana toreuma ○
36 アラムシロ Nassarius festivus ○
37 アメフラシ類 Aplysia sp. ○
38 多板綱 ウスヒザラガイ Ischnochiton comptus ○ ○ ○
39 ヤスリヒザラガイ Lepidozona coreanica ○ ○ ○ ○
40 ヒメケハダヒザラガイ Acanthochitona achates ○ ○ ○ ○
41 ケハダヒザラガイ Acanthochitona defilippii ○
42 二枚貝綱 イガイ Mytilus coruscus DD - - ○ ○ ○ ○
43 ムラサキイガイ Mytilus galloprovincialis  ○ ○ ○ ○
44 ムラサキインコ Septifer virgatus ○ ○ ○ ○
45 マガキ Crassostrea gigas ○ ○ ○ ○
46 ニオガイ Barnea manilensis NT - - ○
47 ヒメシラトリ Macoma incongrua NT - - ○ ○ ○ ○
48 オニアサリ Protothaca jedoensis DD - - ○ ○ ○
49 アサリ Ruditapes philippinarum ○ ○ ○ ○
50 クジャクガイ Septifer bilocularis ○ ○ ○ ○
51 シコロエガイ Porterius　dalli DD - - ○
52 アカザラガイ Azumapecten farreri akazara ○
53 コベルトフネガイ Arca boucardi ○
54 アズマニシキ Azumapecten farreri ○ ○
55 オオノガイ Mya arenaria oonpgai NT NT NT ○
56 フネガイ科の一種 Arcidae gen. sp. ○
57 コウロエンカワヒバリガイ Xenostrobus securis ○
58 ホトトキスガイ Musculista senhousia ○
59 環形動物門 多毛綱 ジャムシ Neanthes virens 要注目種 - - ○ ○
60 サンハチウロコムシ Hermilepidonotus helotypus ○
61 ヒャクメニッポンフサゴカイ Thelepus japonicus   ○ ○ ○ ○
62 チロリ科の一種 Glyceridae gen. sp. ○
63 ハボウキゴカイ Pherusa plumosa ○ ○
64 イワムシ Marphysa sanguinea ○ ○
65 コケゴカイ Simplisetia erythraeensis ○
66 スナイソゴカイ Perinereis nuntia brevicirris ○ ○ ○
67 ツルヒゲゴカイ？ Platynereis bicanaliculata ○
68 エゾゴカイ？ Nereis vexillosa ○
69 ウズマキゴカイ Dexiospira foraminosa ○ ○
70 タケフシゴカイ Maldanidae sp. ○
71 ヤマトカワゴカイ Hediste diadroma ○
72 ホコサキゴカイ Orbiniidae ○
73 ミズヒキゴカイ Cirriformia tentaculate ○
74 アシナガゴカイ Neanthes succinea ○
75 オウギゴカイ Nectoneanthes oxypoda ○
76 コアシギボシイソメ Scoletoma nipponica ○ ○ ○
77 スピオの一種 Spionida ○
78 Lepidonotus属の一種 Lepidonotus sp. ○
79 オクダウミイサゴムシ Pectinaria  okudai ○
80 ツブラホコムシ Naineris laevigata ○
81 マダラウロコムシ Harmothoe imbricata ○
82 キボシイソメ Lumbrineridae gen sp. ○
83 スゴカイイソメ Diopatra sugokai ○
84 Heteromastus属の一種 Heteromastus sp. ○
85 Notomastus属の一種 Notomastus sp. ○
86 Nereis属の一種 ○
87 イトゴカイ科（ヘテロ、ノト） Capitellidae sp. ○
88 モバフサゴカイの仲間 Terebellidae gen. sp. ○
89 スジホシムシ綱 イケダホシムシ Golfingia margaritacea margaritacea ○ ○
90 スジホシムシモドキ Siphonosoma cumanense NT - NT ○ 〇 ○
91 節足動物門 ウミグモ綱 シマウミグモ Ammothea hilgendorfi ○
92 顎脚綱 イワフジツボ Chthamalus challengeri   ○ ○ ○
93 シロスジフジツボ Fistulobalanus albicostatus ○ ○ ○ ○
94 チシマフジツボ Semibalanus cariosus ○ ○ ○
95 タテジマフジツボ Amphibalanus amphitrite ○
96 フクロムシ類 Rhizocephala ord. fam. gen. sp. ○ ○
97 軟甲綱 端脚目 ヒゲナガヨコエビ属の一種 Ampithoe sp. ○
98 フサゲヒゲナガヨコエビ Ampithoe cf. zachsi ○ ○
99 ヒメハマトビムシ Platorchestia platensis ○

100 ニッポンモバヨコエビ Ampithoe lacertosa ○
101 モズミヨコエビ Ampithoe valida ○
102 フサゲモクズ Ptilohyale barbicornis ○
103 カギメリタヨコエビ Melita koreana ○
104 軟甲綱 等脚目 イソヘラムシ Cleantiella isopus ○
105 イソコツブムシ属 Gnorimosphaeroma sp. 〇 ○
106 キタフナムシ Ligia cinerascens  ○ ○ ○
107 ニセスナホリムシ Cirolana harfordi japonica  ○ ○ ○
108 ハバヒロコツブムシ属の一種 Chitonosphaera sp. ○
109 軟甲綱 十脚目 テッポウエビ Alpheus brevicristatus de ○ ○ ○
110 フトオビイソテッポウエビ Alpheus sp.1 ○
111 ヨコヤアナジャコ Upogebia yokoyai ○ ○ ○
112 バルスアナジャコ Upogebia issaeffi ○
113 アナジャコ Upogebia major 〇
114 ユビナガホンヤドカリ Pagurus minutus ○ ○ ○ ○
115 ホンヤドカリ Pagurus filholi ○ ○ ○
116 ケアシホンヤドカリ Pagurus lanuginosus  ○ ○ ○ ○
117 テナガホンヤドカリ Pagurus middendorffii  ○
118 ヨモギホンヤドカリ Pagurus nigrofascia  - NT NT ○
119 ヒラトゲガニ Hapalogaster dentata ○ ○ ○
120 イソガニ Hemigrapsus sanguineus ○ ○ ○ ○
121 ヒライソガニ Gaetice depressus ○ ○ ○ ○
122 タカノケフサイソガニ Hemigrapsus takanoi  ○ ○ ○ ○
123 トリウミアカイソモドキ Sestrostoma toriumii VU - NT ○
124 トゲクリガニ Telmessus acutidens ○ ○
125 イシガニ Charybdis japonica ○
126 モクズガニ Eriocheir japonica ○
127 ケフサイソガニ Hemigrapsus penicillatus ○
128 カネココブシガニ Philyrakanekoi - DD - ○
129 コシマガリモエビ Heptacarpus geniculatus ○ ○
130 ユビナガスジエビ Palaemon macrodactylus ○
131 モクズヨコエビ属 Hyale sp. ○
132 ヨコエビ類 Gammaridea sp. ○
133 ワレカラ類 Caprellidae gen. sp ○
134 外顎綱 ハエ目の幼虫 Diptera fam.gen. et sp. ○
135 棘皮動物門 ヒトデ綱 イトマキヒトデ Patiria pectinifera ○ ○ ○ ○
136 ヒメヒトデ属の一種 Henricia sp. ○
137 チビイトマキヒトデ Asterina minor DD - - ○ ○
138 ヒメヒトデ Henricia nipponica ○
139 ナマコ綱 マナマコ Apostichopus armata ○ ○
140 ヒモイカリナマコ Patinapta ooplax DD - - ○ ○ ○ ○
141 海星網 ヒメヒトデの仲間 Henricia nipponica ○
142 脊索動物門 ホヤ綱 エボヤ Styela clava ○
143 マンジュウボヤ Aplidium pliciferum ○
144 イタボヤ Botrylloides violaceus ○ ○
145 ウスイタボヤ Botryllus schlosseri ○
146 ザラボヤ Ascidia zaru ○
147 ユウレイボヤ Ciona savignyi ○
148 条鰭綱 サラサカジカ Furcina ishikawae ○
149 ムスジガジ Ernogrammus hexagrammus ○
150 ムシャギンポ Alectrias benjamini   ○
151 アカオビシマハゼ Tridentiger trigonocephalus ○
152 ヒガンフグ Takifugu pardalis ○
153 タケギンポ Pholis crassispina ○
154 ダイナンギンポ Dictyosoma burgeaiyander ○
155 ミミズハゼ属の一種 Luciogobius sp. ○ ○ ○

78 62 64 84

2017 2018 2019 2020動物門 綱 和名 学名
レッドリスト・ランク※


